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マスクが調達できない 〜 温存計画
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※太字は、本資料に抜粋版として添付
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状況推移 ※ 3月6日現在 （3月9日分まで追記）

（出所）厚生労働省リリース、WHO Situation report 等に基づき三菱総合研究所にて作成。
各⽇の人数については、当該⽇の発表時間（基準時間）により複数のリリースが存在する中で可能な限り最新のものを選択している。
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新型コロナウィルス感染症発生状況（確認された感染者数）

中国死亡者数 中国確認数 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ確認数（2/20〜） 日本国内確認数
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主な出来事

1月20日

1月27日

2月3日

2月10日

2月17日

2月24日

3月2日

3月9日

1/20 中国 武漢市以外（深セン、北京）でも感染者を確認
1/17〜20前後新型コロナウィルス注意喚起・依頼が関係機関や航空会社宛に活性化

1/24 WHO「公衆衛生上の緊急事態には該当しない」
1/28 厚労省電話相談窓口設置 1/30 国内で無症状病原体保有者を確認

1/31 WHO「公衆衛生上の緊急事態に該当」
2/1 「指定感染症」「検疫感染症」指定、帰国者・接触者外来及び相談センター設置の事務連絡（厚労省）

2/3 ダイヤモンド・プリンセス号検疫開始2/3 WHO 感染⼒1.4〜2.5

2/13 国内初の死亡者
2/16 五輪影響報道散⾒、東京マラソンの中⽌の議論を否定
2/17 東京マラソン規模縮小、一般参賀中⽌、自粛ムード拡⼤基調

2/18 中国 感染者の定義を変更（第6版）
2/20 イベント開催に関する国⺠向けメッセージ（⼀律⾃粛要請せず）

2/17 相談・受診の目安を公表
2/16 「国内感染早期」の段階を堅持

週末の3連休に感染経路を追えない感染者が全国で表⾯化

※各国からは３以上の感染⼒が報告される

（出所）各種報道等に基づき三菱総合研究所にて整理 ※3/6現在

2/24 感染拡大スピード抑制の段階
2/25 快復・陰性となった者から引き続き陽性反応（中国報道）

（市中ドラッグストア等にも未だマスク在庫は十分にあった時期）

2/26 今後2週間イベントの強い中止・延期要請
2/29 ⾸相記者会⾒ 2/28 WHO 危険性「非常に高い」、但しパンデミックには至っていない

3/2 一⻫休校開始 新型インフルエンザ特別措置法改正への動き⇒新型コロナウイルス対策へ同法適用のため
⽔際対策の更なる強化、マスク転売禁⽌措置の表明、3/6より検査へ保険適⽤（但し、指定専門外来等）
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企業の対策

 時差通勤
 テレワーク（在宅勤務）
 マスク配布（咳エチケット）、手指消毒等の奨励
 検温、体温モニタリング
 集会の開催、集会への出席の禁⽌
 出張の禁⽌
 執務室の配置換え・隔離、打合せ等社内での接触の禁⽌
 休暇を取りやすい環境整備
 帰国者・接触者相談センター等対応案内

これらを称して、ＢＣＰとは言わない。
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業務継続計画（ＢＣＰ）の２つの視点

異なる対策
（１）事業を早期に回復する
（２）事業の⽔準を段階的に低下させることで維持する
共通︓１００％の事業継続（維持）はできない

1週間〜 1週間後 1ヶ月後 3ヶ月後

短期的な業務回復（地震など） 中・⻑期的な業務維持（パンデミック）

業
務
遂
行
能
⼒

平常時 緊急時 復旧時 国内発生早期 国内感染期 小康期

最低限維持すべき業務

破壊性 人的リソース
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プロアクティブな業務継続対応方針

維持必須の最重要業務を遂⾏する人的リソースを確保することを目的とし
た計画

業務の選別

（Ⅰ） （Ⅱ） （Ⅲ） （Ⅳ） （Ⅴ） （Ⅵ）
海外発生
警戒

海外発生
対応
国内発生
警戒

国内発生 国内
感染拡大
・まん延

国内
感染拡大
・まん延
（重篤）

業務再開
準備

重要度A
維持必須の業務 平時業務 平時業務 平時業務

維持対応
(暫定措置

含む)

維持対応
(一段の
絞込有)

維持対応
(正常化
判断)

重要度B
情勢に応じた対応

（可能な限り継続）
平時業務 平時業務 原則、

平時業務
縮小、
又は

停止判断
原則、
停⽌

正常化
・再開の

判断、準備
重要度C
劣後・戦略的対応 平時業務 平時業務 戦略的な

停止判断
原則、
停止

原則、
停⽌

正常化
・再開の

判断、準備
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国内感染拡大・まん延期の銀行業務（イメージ・例） 1/6

営業店窓口基本方針 優先店舗 窓口の維持（僚店応援派遣の受⼊、交代体制）
非優先店舗 窓口閉鎖（一部⾏員は、閉鎖店舗へ出勤し待機、

その他⾏員は自宅待機、⼜は、僚店応援・交代要員）
ＡＴＭ基本方針 ＡＴＭ全般 現⾦・帳票の補充頻度低下を許容

（結果として、一部ＡＴＭ機能停⽌を許容）
店舗ＡＴＭ
〜 優先店舗⾏員管理

稼働維持

店舗ＡＴＭ
〜 非優先店舗⾏員管理

稼働維持（待機⾏員による補充）
但し、回送業務状況によりサービス低下を許容

無人ＡＴＭ
〜 ⾏員管理

状況に応じ稼働停⽌

外部委託ＡＴＭ
〜 優先店舗内

稼働維持（外部委託業者に依存するが、場合により、
⾏員による対応を実施）

外部委託ＡＴＭ
〜 非優先店舗内

稼働維持（外部委託業者に依存するが、場合により、
待機⾏員による対応を実施、⼜、サービス低下を許容）

外部委託ＡＴＭ
〜 無人

状況に応じ稼働停⽌（外部委託業者に依存）
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業務単位で対応事項を再確認しておく必要

 業務名称と所管部の特定
 業務関連部署の一覧化
 外部依存事業者の一覧化

対応レベル 業務維持目標（方針） 判断基準
対応を発動する

ステージ区分

行動内容/参照手続 他部への依頼事項
業務環境


（業務インフラ）
外部事業者への

依頼事項

事前準備事項

戦略的停止

通常業務

暫定（１）

暫定（２）

最低限維持
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対策適用の “理想的な” 運用判断基準

感染の状況に応じて
 感染範囲・地域・感染者の属性
 感染拡⼤速度（感染⼒）
 毒性、重篤性、類似ウイルス免疫

 時期
 春夏（多湿）か、秋冬（乾燥）か
 決算月、株主総会等の会社イベント
 システム移⾏、設備定期修理など

 外部動向
 ⾏政の判断・要請
 業界団体の方針
 他社動向

⾃社事業の特性
 社会的要請

（社会機能維持に関わる業務か、自社の
判断で停⽌できるか）

 市場の特性
• 自社製品のシェア（供給の影響）
• 他社製品の代替性
• スイッチングリスク

 生産拠点の特性（特に、製造業）
• 早期に停⽌可能か
• 稼働再開は容易か
• 在庫状況
• 修理・メンテナンス状況

 取引先の要請
• SLAの内容、納期遅延の影響、
契約不履⾏のペナルティ

最も重篤（深刻）な状況を想定してた上で、多段階の対策（オプション）を事前に保有。
どの対策を適⽤（どこまで対応）するかは、その時に判断。
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適切な職場環境の維持

新型コロナウィルス感染

季節性インフルエンザ感染

風邪の諸症状

花粉症

重篤者を救う医療体制
差別的扱い、ハラスメント、⼼理的なプレッシャーの排除
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本資料のお問い合わせ先

お問い合わせ先

ifra0311-inquiry ＠ mri.co.jp
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